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学校法人青森田中学園 青森中央経理専門学校並びに青森中央文化専門学校は 

令和４年度第２回学校関係者評価委員会を開催いたしましたので報告致します。 

 

●開催日 

令和５年 ３月 ８日（水） １３：３０～１４：４０ 

 

●開催場所 

本学園９号館（学術交流会館）３階 ９３４教室 

 

●企業等委員 

粟原 良明 氏 （FPエデュケーショズ青森 代表） 

樽澤 康太 氏 （株式会社ティエル・マネジメント／青森中央経理専門学校卒業生） 

永井  栄 氏 （医療法人白鴎会まちだ内科クリニック 事務長） 

髙坂 麻子 氏 （公益社団法人 青森観光コンベンション協会／ねぶたの家 ワ・ラッセ 副館長）欠席 

太田 智三 氏 （青森市横内町内会 町会長） 

今  順司 氏 （青森県アパレル工業会・株式会社蓬田紳装 取締役工場長） 

泉谷 里奈 氏 （株式会社アプティマルワ／青森中央文化専門学校卒業生） 

 

●学校側 

石田 憲久  （学校法人青森田中学園 理事長、 

青森中央経理専門学校 校長、青森中央文化専門学校 校長代行） 

櫻庭  肇  （学校法人青森田中学園 事務局長） 

鈴木 伸吾  （青森中央経理専門学校 主任教諭） 

曽我  武  （青森中央文化専門学校 主任教諭） 

塚本 大広  （青森中央経理専門学校 教諭） 

佐藤 紋子  （青森中央経理専門学校 教諭） 

大水 咲良  （青森中央文化専門学校 教諭） 

竹洞 春佳  （青森中央文化専門学校 教諭） 

 

 

 

 



●次第 

１．開会あいさつ 

学校法人青森田中学園理事長 

青森中央経理専門学校校長 

青森中央文化専門学校校長代行 石田 憲久 

 

２．出席者（委員）紹介 

  →資料に基づき、出席者を紹介 

 

３．規定・位置づけ 

  →資料に基づき、規定・位置づけを確認 

 

４．令和４年度重点目標の状況報告 

  →委員の皆様から資料に基づき、質問・意見等を頂く 

委員からの質問・意見等 質問・意見等に対する回答 

青森中央経理専門学校の卒業発表を拝見し、

感心した。学生を増やし、先生方にもこれか

らもなお一層頑張って頂きたい。もう少し来

場者を増やして欲しい。 

外部の方にも案内は出している。現１年生も

引き続き１年かけて良いものを発表できるよ

うに指導していきたい。来場者については日

程等も含めて対応していきたい。 

青森中央経理専門学校の令和５年度１年生の

コース毎の内訳はどうなっていますか。 

経理事務コースが１３名、医療事務コースが

５名、観光コンシェルジュコースが２名であ

る。 

放課後オープンスクールはどのくらいの時間

で、どういった内容を実施しているのか。 

完全予約制の対面式で実施。個別相談・体験

授業・施設見学の中から希望の内容を選択し

てもらい対応。個別相談の割合が多く、事前

にオープンキャンパスに参加し、その際に解

消できなかった不安や聞きたかったことを時

間をかけて相談する方が多く見られ、入学に

も繋がった。 

就職内定率について、青森での就職は厳しい

のか。昨年より低いのはどういった原因が考

えられるのか。 

青森中央経理専門学校の学生の場合は、早く

就職を決め、４月以降の道を決めていこうと

いう認識が足りない学生が多かった。次年度

以降の指導の反省点として対応していきた

い。 

就職活動において、学生が一番重点を置いて

いる部分はどこか。 

 

 

 

コースや専攻に合った就職を意識している

が、具体的な会社等を選ぶにあたっては給与

や福利厚生、交通アクセスなどをはかりにか

けて選んでいると感じた。 



ITに特化していこうという姿勢は素晴らし

いと思う。前回、マイクロソフトチームスを

使用して、円滑な学生とのコミュニケーショ

ンを取っているということだったが、使って

いて前よりも良くなった点、前回からの改善

はあるか。 

青森中央経理専門学校の場合は、朝のホーム

ルームを試験的に無くし、更に欠席、遅刻の

連絡をチームスに切り替えたことによって 1

校時の授業準備の時間を多くとることが出来

るようになった。また、スマートフォンと連

動しているので学生が使いやすい。コミュニ

ケーションがすぐに取れる。悪い点は時間外

に連絡がくる。内容を見て緊急性が高いもの

には対応し、緊急性が高くないものは翌日の

就業時間に対応するようにしている。 

 

５．令和４年度第１回学校関係者評価委員会からの課題等に対する取り組み状況報告 

  →委員の皆様から資料に基づき、質問・意見等を頂く 

委員からの質問・意見等 質問・意見等に対する回答 

ハローワークの担当者が週１回出張相談を行

っているとあるが、学生が閲覧したいもの、

募集しているもの全てが見られる状態になっ

ているのか。 

学生の希望を事前に把握し、見合う求人を持

ってきていただいている。求人以外の相談も

できるようになっている。 

実際に退学者と話をする機会があり、入学前

と後のギャップ（こういう勉強をするとは思

わなかったなど）があったと聞いたことがあ

る。オープンキャンパスの時点でギャップを

無くして欲しい。 

今現在はオープンキャンパスでしっかりと説

明しており、今回の退学者にはそのような理

由は無かった。少人数制を活かし、一人一人

に指導を行い、退学者減少に繋げていきたい。 

IT パスポートの取得者が少ないように感じ

ます。 

IT科目にはWord、Excel等も含まれており、

日商 PC 検定（Word、Excel）の取得率が高

い。例えば、簿記では日商、全経の検定試験

の両方目標としているなど、選択肢を広げた

上で柔軟に対応できるように工夫していく。 

 

６．来年度の委員（案） 

  →資料に基づき、来年度の委員（案）について説明 

 

７．来年度の日程（案） 

→資料に基づき、来年度の日程（案）について説明 

 

８．閉会挨拶 

  学校法人青森田中学園事務局長 櫻庭 肇 

 

 

以上をもって、終了した。 


